
更生保護施設ステップ押上

全面改築事業募金趣意書

更生保護法人東京実華道場

（令和６年６月竣工予定）

更生保護施設とは
　更生保護施設は、更生保護法人のほか社会福祉法人、ＮＰＯ法人等の運営により全国100余の施設が活動して
います。入所者は主に刑事施設を仮釈放になった人、満期釈放になった人々で、社会復帰するまでの一定期間、
宿泊や食事の提供を受けることが出来ます。
　施設では、日常の生活指導のほか、地域社会の一員として社会復帰できるように就労、医療、福祉など様 な々面
での援助と指導を行っています。
　更生保護法人東京実華道場も80年余の豊かな経験と実績をふまえ、新施設完成後も全力で取り組んでまいります。

１，募金の期間及び目標金額
令和５年11月より令和６年３月迄に建設費用の一部として2,000万円

２，寄付の方法　
☆別添の払込取扱票をご利用の場合：ゆうちょ銀行でお手続きください。
☆銀行振込の場合：右のＱＲコードを読み取り、連絡先等の入力をお願いします（領
  　  収書をお送りします）。なお、振込手数料は当法人が負担します。
ゆうちょ銀行 　  店　名　〇一九（ゼロイチキュウ）　当座０６０５５８７
  　  口座名　更生保護法人東京実華道場  ホゴ）トウキョウジッカドウジョウ

三菱ＵＦＪ銀行  支店名　押上支店　普通０６１００８３
  　  口座名　更生保護法人東京実華道場  ホゴ）トウキョウジッカドウジョウ
☆郵送の場合：現金書留にて下記（仮事務所）までご送付ください。
 　　　〒130-0002　東京都墨田区業平２－１４－１３　第６北澤ビル２階

３，顕彰について
　更生保護事業運営のため、当法人に私財を寄付してご協力いただいた方に下記の顕彰を
当更生保護法人から申請致します。

４，寄付金に対する優遇措置について
　更生保護法人は、特定公益増進法人として指定されており、ご寄付をいただいた団体個人
につきましては、税制上の優遇措置を受けることが出来ます。
　なお、詳細については、ステップ押上（電話 03-3624-2735）にお問い合わせ下さい。

皆さまの温かいご支援をお願いします

皆さまに支えられてきた東京実華道場は
これからも明るい地域社会づくりに貢献します

新・ステップ押上の建設には皆さまのお力添えが必要です
ご支援ください

その産声を聞くために
そして

半世紀続く新たな命の息吹を吹き込むために

　　  ★紺綬褒章（※）   ５００万円以上
　  　　　　　　　　　 （団体の場合）１,０００万円以上
  ★法務大臣感謝状           ２０万円以上
  ★関東地方更生保護委員会委員長感謝状１０万円以上
  ★東京保護観察所長感謝状   ５万円以上
  　　　（※）褒章は、日本更生保護協会を経由しての申請となります。



全面改築計画の概要

１　事業名称  ： 更生保護施設ステップ押上　全面改築事業

２　工事期間  ： ２０２３年（令和５年６月）～２０２４年（令和６年６月）

   着工 令和５年６月　竣工 令和６年６月（予定）

３　事業概要  ：  旧施設を解体し、同敷地に更生保護施設を新築する

４　総事業費  ： ５億８千万円（予定）

新しい施設の概要

１　所 在 地： 東京都墨田区業平２丁目10番11号　

２　建物の構造 ：  鉄骨造４階建（エレベータ付）　 延床面積９８７.４０㎡

３　新施設定員 ：  定員３０名　　居室（個室）数３０室

４　施設の概要 ： １階　地域交流室、事務室、会議室、職員宿舎、相談室

  　　 ２階　食堂、調理室、個室（９室）、倉庫、洗面所、トイレ、浴室

  　　 ３階　個室（１２室）、倉庫、洗面所、トイレ、浴室

  　　 ４階　個室（９室）、多目的室（和室）、倉庫、洗面所、トイレ、浴室

   外構　緑地部分（18㎡）、駐車場（１台）、駐輪場（10台）

　なお、地域のみなさまが利用出来るように地域交流室を拡充すると共に、災害用備蓄倉庫、非
常用発電機なども整備します。

「ステップ押上」施設全面改築に
　　　　　　  ご支援をお願い致します

更生保護施設「ステップ押上」の運営につきましては、平素より多大なるご支援、ご協力を

賜り厚く御礼申し上げます。

　更生保護法人東京実華道場は、昭和１２年北海道常呂郡野付牛町（現在の北見市）に

おいて、小杉秀太郎が前身となる「北見実華道場」を創設して以来8７年が経過しております。

「実華道場」はその後、東京（文京区湯島）に進出し、昭和２６年には墨田区業平に「ステッ

プ押上」の基となる「墨田補導所」を開設し、さらに昭和４５年８月には鉄筋コンクリート造４

階建に改築しました。この間、多くの皆さまのご支援を賜りながら更生保護施設としての使命

を果たして参りました。しかし、５０年余の経過により建物の劣化が進行、また、耐震性が脆

弱であることから、本年６月に全面改築に着手致しました。

　改築にあたっては、更なる地域との共生を意識し、近隣の皆さまのニーズに応えられる施

設づくりを目指して、地元町会や近隣町会等との話し合いを進めてきました。日常の施設利

用開放はもちろんのこと、災害時にこそ力を発揮できるような設計設備を整える計画です。

　工事は更生保護法人更生保護事業振興財団、公益財団法人ＪＫＡ、東京都、墨田区等

のご支援、また、地域の皆さまのご協力により順調に進行して参りました。しかし、既存施設

の地下室が当初の設計と異なっていることが判明し、これが障害となって新規杭２０ヶ所の打

設を中断せざるを得なくなり、この状況を打開するためには「マルチドリル」という特殊な掘削

機を使用し、障害を破砕する以外に方法がありませんでした。結果として、莫大な追加費用

（約4,500万円）が必要となり建設資金が不足する事態に陥っております。

　つきましては、一日も早く新施設を完成させ、引き続き地域の皆さまと共に安心安全な地

域社会づくりに取り組み、なお一層の地域との共生を実現すべく皆さま方からの温かいご支

援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

 　　　更生保護法人東京実華道場　理事長 森山 秀実

工事中のマルチドリル解体前の旧施設


